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コロンビアの南縁に位置する、ラス・ラハス聖域。戦略上重要な峡谷に

架かるこの聖堂ほど壮観で、畏敬の念を抱かせる教会は、世界でも類を見ない。

幾度も再建され、拡張されたこの建築物を、毎年何千人もの巡礼者が訪れ、

俗世から隔絶されたロケーションと奇跡の宝物に魅了される。

奇跡の聖堂

文  レインボー・ネルソン  |  写真  ピア・リベロラ
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（右）ステンドグラスの窓を

囲む白い飾り枠。

（上）巣を守る雌鶏を描いた

ステンドグラス。

（下）階段の壁面は、奇跡の

恩恵を受けた信者が残した

銘板で覆われている。

し
、
そ
の
計
画
が
実
現
す
る
前
に
モ
レ

ノ
は
他
界
し
、
後
任
の
レ
オ
ニ
ダ
ス
・
メ

デ
ィ
ナ
は
、
隣
国
エ
ク
ア
ド
ル
の
建
築
家

J
・
グ
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ペ
レ
ス
に
設
計
を
依

頼
し
た
。

 

ペ
レ
ス
は
、
教
会
堂
を
峡
谷
に
向
け
て

80
メ
ー
ト
ル
拡
張
す
る
野
心
的
な
計
画

を
打
ち
出
し
、
橋
を
兼
ね
る
幅
20
メ
ー
ト 

ル
の
広
場
を
設
け
た
。
こ
の
広
場
は
、
は

る
か
下
の
急
流
か
ら
40
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

に
あ
る
。
設
計
は
1
9
1
4
年
に
承
認
さ

れ
、
当
時
と
し
て
は
大
金
の
10
万
ゴ
ー

ル
ド
ペ
ソ
の
予
算
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。

司
教
の
祝
福
と
、
地
元
の
司
祭
ホ
セ
・

マ
リ
ア
・
カ
ブ
レ
ラ
に
よ
る
厳
重
な
警
戒

の
下
で
、
1
9
1
6
年
1
月
1
日
、
新
た

な
聖
域
に
最
初
の
礎
石
が
据
え
ら
れ
た
。

新
し
い
教
会
堂
を
支
え
る
巨
大
な
基
礎

を
築
く
た
め
、
何
千
人
も
の
労
働
者
が

10
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
近
隣
の
ポ
ト

シ
の
石
切
り
場
か
ら
花
崗
岩
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
運
ん
だ
。

 

最
初
に
架
け
た
橋
が
崩
落
し
た
り
、

教
会
の
巨
大
な
下
部
構
造
で
ア
ー
チ
の

ず
れ
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
建

設
は
度
重
な
る
災
難
に
悩
ま
さ
れ
た
。
も

は
や
こ
れ
ま
で
と
い
う
雰
囲
気
が
漂
う

な
か
、
1
9
2
4
年
に
起
用
さ
れ
た
ひ
と

り
の
建
築
家
が
、
問
題
点
を
修
正
し
、
事

業
を
本
来
の
道
に
戻
し
た
。
彼
は
名
を

ル
シ
ン
ド
・
エ
ス
ピ
ノ
サ
と
い
い
、
ラ
ス
・
ラ

ハ
ス
か
ら
北
に
50
キ
ロ
の
パ
ス
ト
市
の
出

身
で
、
独
学
で
建
築
家
に
な
っ
た
。
彼

は
下
層
階
級
の
出
身
だ
っ
た
が
、
建
築

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会
計
主
任
を
引
き
継

い
だ
市
の
司
教
ア
ン
ト
ニ
オ
・
マ
リ
ア
・
プ

エ
ヨ
・
デ
ル
・
ヴ
ァ
ル
が
、
そ
の
才
能
に
目

を
留
め
た
。
宗
教
建
築
へ
の
情
熱
と
聖

母
マ
リ
ア
へ
の
ひ
た
む
き
な
献
身
を
共
有

す
る
ふ
た
り
は
、
残
り
の
人
生
を
ラ
ス
・

ラ
ハ
ス
に
捧
げ
る
こ
と
に
な
る
。

 

J
・
グ
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ペ
レ
ス
が
描
い
た

ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
設
計
図
を
検
討
し

た
司
教
は
、
平
凡
過
ぎ
て
心
に
響
く
も

の
が
な
い
と
考
え
、
エ
ス
ピ
ノ
サ
は
、
よ

り
装
飾
的
な
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
設
計

に
取
り
か
か
っ
た
。
地
元
の
建
設
業
者

に
は
複
雑
な
工
事
は
無
理
だ
、
と
い
う

先
任
者
の
懸
念
を
退
け
た
彼
は
、
最
終

設
計
に
鋼
鉄
と
セ
メ
ン
ト
を
用
い
た
彫

刻
的
な
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
た
。
新
し

い
設
計
図
は
、
1
9
3
6
年
に
バ
チ
カ
ン

「ママ、女の人が私を呼んでいる」と

ロシータが上方を指さすと、稲妻が走り、

岩に出現した幼いイエスを抱く

聖母マリアの姿を、閃光が照らした。
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コ
ロ
ン
ビ
ア
南
西
部
、
緑
茂
る
丘
に

立
つ
ラ
ス
・
ラ
ハ
ス
教
会
を
初
め
て
見
た 

人
は
、
驚
き
の
あ
ま
り
、
い
っ
た
い
誰
が
、 

な
ぜ
、
ど
う
や
っ
て
こ
ん
な
場
所
に
建 

て
た
の
か
、
尋
ね
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
こ 

の
壮
観
な
聖
堂
は
、
グ
ァ
イ
タ
ラ
川
の
深

い
峡
谷
に
あ
り
、
雪
を
頂
く
ア
ン
デ
ス 

か
ら
ア
マ
ゾ
ン
盆
地
に
注
ぐ
急
流
を
は

る
か
に
見
下
ろ
す
橋
と
一
体
と
な
っ
て
、

川
を
ま
た
い
で
い
る
。

 

こ
の
特
筆
す
べ
き
教
会
に
﹁
ラ
ス
・
ラ

ハ
ス
の
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
の
聖
堂
﹂
と

い
う
正
式
名
称
が
付
け
ら
れ
た
由
来
は
、

18
世
紀
に
こ
の
場
所
で
起
こ
っ
た
奇
跡

に
遡
る
。
物
語
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
最 

も
有
名
な
の
は
、
1
7
5
4
年
9
月
の
暗

い
夜
、
マ
リ
ア
・
ム
エ
セ
ス
・
デ
・
キ
ニ
ョ

ネ
ス
と
い
う
名
の
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の 

女
性
と
そ
の
聾
唖
の
娘
ロ
シ
ー
タ
が
、
谷

を
越
え
よ
う
と
し
て
嵐
に
巻
き
込
ま
れ

た
、
と
い
う
も
の
だ
。
母
娘
は
、
ふ
た
つ

の
大
き
な
岩
の
下
に
張
り
出
し
た
場
所

に
避
難
し
た
︵
ラ
ス
・
ラ
ハ
ス
の
﹁
ラ
ハ
ス

︵lajas

︶﹂
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
岩
を
意
味
し

て
い
る
︶。
そ
の
時
、
ロ
シ
ー
タ
は
人
生

で
初
め
て
声
を
発
し
、﹁
マ
マ
、
女
の
人

が
私
を
呼
ん
で
い
る
﹂
と
叫
ん
だ
。
彼

女
が
上
方
を
指
さ
す
と
、
稲
妻
が
走
り
、

岩
に
出
現
し
た
幼
い
イ
エ
ス
を
抱
く
聖

母
マ
リ
ア
の
姿
を
、
閃
光
が
照
ら
し
た
。 

 

聖
母
マ
リ
ア
が
ロ
シ
ー
タ
の
前
に
姿

を
あ
ら
わ
し
て
か
ら
5
年
後
、
岩
に
あ

ら
わ
れ
た
マ
リ
ア
の
絵
を
守
る
た
め
に

小
さ
な
礼
拝
堂
が
建
て
ら
れ
、
巡
礼

者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
藁

葺
き
屋
根
の
質
素
な
堂
を
建
て
た
の
は
、

イ
ピ
ア
レ
ス
と
い
う
近
く
の
町
の
牧
師
、

フ
レ
イ
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
デ
・
ビ
ジ
ャ
フ
エ

ル
テ
だ
っ
た
。
彼
は
、
こ
の
奇
跡
を
布
教

活
動
に
活
か
そ
う
と
考
え
た
の
だ
。
最

初
の
礼
拝
堂
は
1
7
9
6
年
ま
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
1
8
0
3
年
に
石
造
り

の
小
さ
な
ド
ー
ム
型
の
バ
シ
リ
カ
聖
堂

に
建
て
替
え
ら
れ
た
。
軍
人
で
地
図
製

作
者
で
も
あ
っ
た
マ
ヌ
エ
ル
・
マ
リ
ア
・

パ
ス
が
、
1
8
5
3
年
に
そ
の
外
観
を
描

い
て
い
る
。

 

奇
跡
と
癒
し
の
噂
が
広
が
り
、
寄
進

が
増
え
る
と
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
建
築
家
マ

リ
ア
ノ
・
ア
ウ
レ
ス
テ
ィ
ア
と
シ
モ
ン
・
ア

タ
プ
マ
が
、
よ
り
大
き
な
教
会
堂
を
設

計
し
た
。
1
8
6
2
年
に
完
成
し
た
礼
拝

堂
は
、
オ
オ
ツ
リ
ス
ド
リ
の
吊
り
巣
の
形

を
模
し
た
こ
と
か
ら
﹁
オ
ル
ペ
ン
ド
ラ
﹂

︵
ス
ペ
イ
ン
語
で
オ
オ
ツ
リ
ス
ド
リ
の
意
︶

と
呼
ば
れ
、
現
在
の
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式

の
建
築
物
に
な
る
ま
で
、
聖
母
マ
リ
ア

を
祀
る
聖
堂
と
な
っ
た
。

 

金
な
ど
の
希
少
鉱
物
の
採
掘
ブ
ー
ム

に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
は
、
19
世
紀
の

終
わ
り
頃
ま
で
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
最
も

裕
福
な
地
域
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
ら
新
興
の
富
裕
層
が
、
教
区
司
教

の
フ
ラ
イ
・
エ
ゼ
キ
エ
ル
・
モ
レ
ノ
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
が
南
北
ア
メ
リ
カ
で
い
ま

だ
か
つ
て
行
っ
た
こ
と
の
な
い
、
大
規

模
な
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
を
後
押
し
し
た
。
当
時
、
毎
年
何

千
人
も
の
巡
礼
者
が
聖
堂
を
訪
れ
て
い

た
が
、
教
会
自
体
の
拡
張
は
困
難
な
た

め
、
聖
堂
を
峡
谷
の
対
岸
に
向
け
て
拡

張
す
る
プ
ラ
ン
が
検
討
さ
れ
た
。
し
か

［前見開きページ］

遠景（左ページ）および下から

見た写真（当ページ右）に

あるように、ラス・ラハス教会の

入り口前にある大きな広場は、

峡谷に架かる橋の上に位置する。

アーチ型の天井を持つ

下部構造は、もちろん教会を

支える基盤の役割を担うが、

その内部には礼拝堂と

博物館が設けられている。

［当ページ］

（上）教会は山腹に

直接建てられているため、

内部正面奥の壁面は、全体が

ごつごつした岩になっている。

ここに、幼いイエスを抱く

聖母マリアの姿があらわれた

という。現在、聖母子画は、

壮麗な壁龕に囲まれ、その前に

祭壇が置かれている。

［次ページ］

（右）濃灰色と白の花崗岩で

構成された華麗なファサード。

入口の扉の上には、歴代司祭の

モザイク画が掲げられている。
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に
承
認
さ
れ
る
。
建
物
の
複
雑
さ
を
際

立
た
せ
る
た
め
、
す
で
に
あ
る
教
会
堂

を
完
全
に
取
り
囲
む
よ
う
に
、
新
し
い

聖
堂
の
外
郭
が
建
設
さ
れ
た
。
1
9
4
5

年
に
エ
ス
ピ
ノ
サ
が
他
界
す
る
と
、
息
子

の
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
後
を
引
き
継
ぎ
、
建
設

を
完
了
さ
せ
た
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
新
し

い
聖
堂
内
に
残
っ
た
古
い
教
会
堂
の
解

体
も
指
揮
し
て
い
る
。
細
心
の
注
意
を

要
す
る
こ
の
作
業
は
、
1
9
4
6
年
に
成

功
裏
に
完
了
し
た
が
、
ひ
と
つ
だ
け
問

題
が
残
っ
た
。
新
し
い
聖
堂
の
中
心
が
、

古
い
教
会
堂
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
聖

母
マ
リ
ア
の
奇
跡
の
絵
か
ら
少
し
ず
れ
て 

い
た
の
だ
。

 

完
成
し
た
ラ
ス
・
ラ
ハ
ス
教
会
は
、
他

に
類
を
見
な
い
建
築
物
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の

ル
ル
ド
の
聖
母
の
聖
域
を
彷
彿
と
さ
せ

る
︵
着
想
の
発
端
は
お
そ
ら
く
そ
こ
に

あ
る
︶
が
、
壮
観
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
聖

堂
の
威
容
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
そ
し

て
、
重
量
感
の
あ
る
堅
固
な
下
部
構
造

が
、
上
に
載
る
聖
堂
の
精
巧
優
美
な
装

飾
や
尖
塔
、
小
尖
塔
と
好
対
照
を
な
し

て
い
る
。
教
会
堂
を
引
き
立
て
る
装
飾

は
、
ド
イ
ツ
の
芸
術
家
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ヴ
ォ

ル
フ
・
ワ
ッ
サ
ー
ハ
ウ
エ
ン
に
よ
る
も
の

で
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
窓
に
は
、
メ
キ
シ

コ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
そ
し
て
コ
ロ

ン
ビ
ア
国
内
に
伝
わ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
奇

跡
の
聖
母
マ
リ
ア
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

外
に
目
を
向
け
る
と
、
彫
刻
家
マ
ル
セ
リ

ア
ー
ノ
・
ヴ
ァ
ジ
ェ
ホ
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
が
、

1
9
3
9
年
か
ら
聖
堂
落
成
の
1
9
4
9

年
に
か
け
て
製
作
し
た
、32
体
の
大
理
石

の
大
天
使
像
、
智
天
使
、
音
楽
の
天
使

が
橋
を
飾
っ
て

い
る
。

 

カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
で
最
高
位
の

栄
誉
を
与
え
ら

れ
た
ラ
ス
・
ラ
ハ

ス
教
会
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
が
多

数
を
占
め
る
コ

ロ
ン
ビ
ア
国
民
の

共
有
す
る
思
想

の
な
か
で
地
位 

を
固
め
、
さ
ら
に
多
く
の
巡
礼
者
を
集

め
て
い
る
。
聖
域
に
向
か
う
階
段
の
壁
は
、

無
数
の
奇
跡
に
対
す
る
感
謝
の
し
る
し

と
し
て
信
者
が
毎
年
奉
納
す
る
幾
千
も

の
大
理
石
の
銘
板
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
数
は
増
え
続
け
て
い
る
。
審

判
員
、
兵
士
、
警
察
官
、
裸
足
の
巡
礼

者
、
大
統
領
、
政
治
家
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
の
謝
辞
が
刻
ま
れ
た
銘
板
の
な

か
に
、
教
会
の
東
の
フ
ァ
サ
ー
ド
と
い
う

特
権
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
し
て
は
、
簡
潔

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
目
を
引
く
も
の
が
あ
る
。

﹁
記
念
碑
を
探
す
な
ら
、
周
り
を
見
回
し

て
ご
覧
な
さ
い
﹂
と
い
う
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ

ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
に
あ
る
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
レ
ン
卿
の
墓
碑
銘
を
な
ぞ
ら
え

た
言
葉
だ
。
そ
れ
は
、
ラ
ス
・
ラ
ハ
ス
教
会

の
見
事
な
設
計
を
成
し
遂
げ
た
名
匠
ル

シ
ン
ド
・
エ
ス
ピ
ノ
サ
が
、
こ
の
建
築
物

で
い
ち
ば
ん
の
見
ど
こ
ろ
と
な
る
部
分

に
向
け
て
捧
げ
た
、
慎
ま
し
い
一
礼
だ
っ

た
。
そ
こ
に
傑
作
を
生
み
出
そ
う
と
す

る
想
像
力
を
彼
に
も
た
ら
し
た
、
驚
く

べ
き
自
然
環
境
の
こ
と
で
あ
る
。 

［次ページ］

身廊から見た南側通路。白と

金色を基調とする教会内部は

光に満ち、各地に伝わる

聖母マリアの奇跡を描いた

ステンドグラスの窓を、

ネオゴシック様式の

アーチが取り囲んでいる。

［当ページ］

切石造りのロマネスク様式の

地下には、博物館とイエスの

聖心に捧げられた礼拝堂がある。




